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 ロシアNIS貿易会では、ロシア科学アカデミー極東支部経済研究所（ハバロフスク市）のミナキル博

士およびロシア科学アカデミー・シベリア支部エネルギーシステム研究所（イルクーツク市）のイジュブ

ルジン主任専門家を招聘し、３月２日（月）に東京、３月３日（火）に新潟市において産業協力・企業

間交流セミナー「ロシア極東経済と極東シベリアの石油ガス開発」を開催した（新潟は環日本海経済

研究所との共催）。『ロシアNIS経済速報』では、その内容を２回に分けて掲載することにしたい。今号

ではロシア科学アカデミー極東支部経済研究所のミナキル博士の講演内容を紹介する。 

 

 
 

ロシア科学アカデミー極東支部経済研究所 

P．ミナキル 

 

 極東連邦管区の領域拡大 極東における連邦管区は、９つの連邦構成主体（州・地方・共和国・

自治州・自治管区）を基に2000年に設置された。2018年11月、もともとシベリア連邦管区に属して

いたブリヤート共和国とザバイカル地方が極東連邦管区に編入され、これによって極東連邦管区を

形成する連邦構成主体は11となった。新しく加わった２つの連邦構成主体（ブリヤート共和国とザバ

イカル地方）は、以前からずっと極東に加わりたいと主張してきた。 

ロシア極東経済と極東シベリアの石油ガス開発（上） 

はじめに 

ロシア極東の経済動向と極東開発政策の論点 
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